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確かな学力を育むためのマルチメディア活用
一科学的思考力やリテラシーを育むことを目指して-
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1.はじめに

広島大学附属福山中・高等学校(以下,当校)では,

校内の情報ネットワーク基盤整備により,ビデオ教材

などの大容量のデータを高速で配信することが可能と

なった。この研究では,そのシステムを教育活動にど

のように利用していくかを検討する。特に確かな学力

を育むためにマルチメディア教材をどのように活用す

るか試案を作成し,実践・検討をおこなう。

また,各ホームルーム教室に設置された液晶TV

(マルチメディア端末)は,様々なマルチメディア情

報を提示することが可能な多機能な機種である。この

液晶TVを利用することでどのような教育が実践でき

るのか,その可能性を検討し,実践を進めていく。

特に現在,文部科学省の指定を受けて進めている研

究開発学校の研究課題である, 「リテラシー」の育成

を核とする教育課程の開発の視点から,マルチメディ

アの活用の有効性を検証していくことをねらいとして

いる。

2.研究の方法と計画

校内のネットワーク基盤整備は平成18年度末に完成

し,その後システムの利用に関する校内研修会を開催

するなどして,すでにシステムの利用が始まっている。

平成18年度に全教員に配布されたノートパソコンを利

用した実践や,ビデオやDVDなどの映像教材の活用,

リスこングなどの音声教材の活用などがおこなわれて

いる。

1年次の研究では,まず,完成したシステムの特徴

をまとめ,その教育利用に関わる機能について分析す

る。また,大容量のデータを高速で通信することが可

能になった情報通信ネットワークシステムの特長を活

かした,新たな活用の可能性を検討すると共に,マル

チメディア教材や指導方法の開発にも取り組んだ。

2年次の研究では,校内の情報セキュリティに関す

る運用方法を検討し,また生徒の情報セキュリティ教

青のあり方について,実践をもとに検討する予定で

る。

3.福山附属ネットワークシステムの構想

福山附属が,ネットワークの基盤整備にあたり

いつでも l とこでも欲 しい映像教材を取り出 L/て

利用できるマルチメデ ィア教育環境 を構築

捜鼻や教育内容の賓的向上 (わかる授業、印象に残る授業の最 f
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した,情報通信ネットワークの利用・活用方法を,図

1に示す。

今回,情報ネットワークシステムの基盤整備を計画

した背景には, 「わかる授業」や「魅力ある授業」の

実現のために,マルチメディアが有効な手段となると

考えたからである。

(マルチメディア教材のオン・デマンド化)

当校は, 1970年代より最先端のマルチメディアを活

用した教育に取り組んできた。それ以来の資産として,

各教科ではビデオ教材をはじめ,各種のマルチメディ

ア教材を自主作成したり,授業等で利用してきている。

現在は,この莫大な資産をより有効に活用していくた

めに,教材のデジタル化を進めているところである。

デジタル化と,校内の回線の高速化によって生じる

最大のメリットは,どの教室で授業をしていても, V

OD (ビデオ・オン・デマンド)サーバにアクセスす

ることで,容易に必要なマルチメディア教材のデータ

を取り出し,授業の中で提示しながら利用することが

可能となることである。これにより,活字データだけ

でなく,音声や写真・動画などを効果的に活用した

「わかる授業」や「魅力ある授業」が,これまでより

はるかに手軽に利用できる。

(ネットワークTV)

また近年開発が進んでいる,ネットワークに対応し

た液晶TVの出現は,マルチメディアという教育方法

を大きく変える可能性を持つ,先進的なテクノロジー

であると感じていた。生徒が校内のあらゆる場所で自

由にコンピュータや情報端末としての液晶TVを操

作・活用することができる環境を構築することは,壁

徒個々の 能力を高めるだけでなく,プロジェ

クト型の学習を,一般のHR教室に持ち込むことにも

つながると考えた。

(ビデオ映像のデータベース化)

当校では,これまで広島大学の教員による講演会や

SPP (サイエンスパートナーシッププログラム)な

ど,数多くの高大連携による授業を展開してきている。

それらの多くはビデオ映像として記録され,図書館の

マルチメイアブースで視聴が可能となっている。昼時

間や放課後にこのコーナーを利用する生徒は多いが,

席数にも限りがあり,利用しにくい状況である。

また,授業の中では時間の関係で一部分しか見せる

ことができなかった教材を,放課後始めから終わりま

で見たいといって,教員の部屋を訪れる生徒もいる。

こうした貴重な講義の映像やマルチメディア教材

を,図書室のブースだけでなく,教室の端末やパソコ

ン教室のPCなどから,自由に閲覧できる環境を作る

ことで,興味ある内容をより深く学ぶ,生徒の意欲を

伸ばす教育が推進できると考えている。

(教育実習生に利用させる)

これまで当校の教員が行った研究会での授業や,

育実習生が行った授業等もかなりの数をビデオ化

記録してある。現在の教育実習では,学生ひとり

りの授業数を確保するため,教員による模範的な

を見せる時間が減少している。現在運用している「教

育実習支援システム」でも,当校の教員のビデオ映像

を公開しているが,これらの映像を教育実習生が自由

に見て学習することで,これまで以上の指導効果をあ

げることができると考えられる。

今回の基盤整備では,このような希望を満たす

にシステム設計していった。中心となったバード

アは,ギガビットの基幹ネットワークと,ビデオ

心とするマルチメディア環境を支えるサーバ群,

R教室に設置するマルチメディア端末としての液

Ⅴである。

また, HINET2007で大学全体への導入が予定

ている,全学電子認証システムと連動した認証機昏

備えたネットワークスイッチを設置し,ネットワ

接続時の利用者認証を実施し,セキュリティの保言

れた安全な利用環境を構築したことも特徴である。

4.教材開発と授業の試行

(1 )マルチメディアの活用事例

当校の各教室に設置されたマルチメディアモニター

の機能を活かすことにより,ネット上のビデオコンテ

理科における事例として,イオン結晶の大型モデル

をいろいろな方向から手持ちカメラで接近撮影して大
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型モニターに提示することにより,結晶モデルの立体

的な把捉を促し,イオン結晶モデルのイメージ化を支

援する取り組みを示す。

このような取り組みにより,結晶モデルを1次元的

に,あるいは2次元的に記述していた生徒が,立体的

に表すことができるようになった。また,電子顕微鏡

写真やデジタルコンテンツによる結晶モデルを用いて

いろいろな物質の分子や結晶の立体構造についての理

解を深めさせることができ有効であった。

○リアルタイムの経済情報を活用した情報を読む力の

育成(社会)

現代社会における活用事例として,インターネット

を活用したリアルタイムの株価情報を読む力を高める

取り組みの事例を示す。

授業で扱った企業のデータや,作成したポートフォ

ーリオをもとにしたその企業の株価の変化や,そのよ

うな変化が起こった要因などを考察させる際に,マル

チメディアを活用するとリアルタイムの株価動向と比

較できるため,実感を伴った効果的な学習をさせるこ

とができる。東京証券取引所が主催している「株式学

習ゲーム」などを利用した取り組みも行っている。

その他,利潤最大化を求めて競争を行っている企業

の事例について,ビジネス雑誌の記事やテレビ番組な

どの視聴覚資料を適宜提示して,現実に起こっている

具体的な事例に基づき,企業の競争を実感させる。そ

して,日々の生活の中で接するさまざまな商品は,企

業間の競争を生き残ったものであることを実感させ

る。このような方法により,より実感を伴った学習効

果が期待できる。

○振り返り学習による運動の分析(保健体育)

保健体育における活用事例として,自分の運動の記

録映像を利用して振り返り学習を行うことによる運動

能力の向上を目指した取り組みを示す。

ビデオカメラで撮影された各自の運動を視聴させて

生徒に振り返り学習を行わせ,技術構造の分析やボ

ントの理解を促し,技能を高めさせることができる

ムと現在の自分の跳躍フォームを比較させたり,自分

と一流選手との跳躍フォームを比較させたりすること

により,改善点に気づかせ,技術を向上させるのに有

効であった。

屋外で行う体育の授業は,天候によっては実施でき

ないことがある。マルチメディアを利用して雨天時の

授業展開を工夫するとともに,このような取り組みを

生徒の学習支援のために効果的に活かしていきたい。

○書画カメラ(教材提示装置)の活用による生徒の学

習支援(数学)

数学における活用事例として,書画カメラを利用し

た生徒同士のアイデア発表による学習意欲向上の効果

をねらった取り組みを示す。
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書画カメラを用いて生徒同士が各自の考え方を発表

し,学び合う場面を設定することにより,生徒が多様

な考え方に触れて学習意欲を高めたり,また他の生徒

の考え方との比較により自己修正を行って自分の考え

を深めたりする効果が期待される。

▲・1、f職も

宅

関数の単元などにおいては,生徒が考えた式をコン

ピュータのグラフィックス機能を利用してグラフ化

し,モニターに提示させながら,生徒同士でその考え

の正誤を判断させたり,考え方を深化させたりしてい

く活用方法は,生徒の学習意欲を喚起し,数学的な見

方や考え方を深めるための有効な手立てとなる。

○映像を活用した話す力の育成(英語)

英語における活用事例としては,映像の活用による

「話すこと」の力を育成する効果をねらいとした取り

組みを示す。

例えば,生徒は,モニター画面に提示される10-15

秒程度の動画を見て,その映像がどのような場面か,

他の生徒に伝わるように英語で説明する。このような

活動を通じて, 「話すこと」の力の育成を図る。

また,モニター画面がペアの生徒の片方にだけ見え

る状態で,モニターに映像(動画・静止画)を提示し,

画面が見えている生徒が見えていない生徒に,それが

どのような映像であるかを英語で説明する。他方,画

面が見えていない生徒は,その説明を聞き,それがど

のような状況や事物を示す映像であるかを推測し,英

語で答える。 「話すこと」以外にも, PCソフトを活

用することで音読活動に変化を持たせたり,読解のプ

ロセスを視覚化して提示することで,生徒の理解を助

けたりするという「読むこと」における利用も効果的

である。さらに,インターネットを活用して,英語使

用の実際を調べるなど,マルチメディア機器を複合的

に活用することで,生徒の英語学習を効果的に支援す

ることができる。

国語における事例として,複数の資料の照合による

学習効果をねらいとした取り組みを示す。

モニターの大型画面を利用して,時代ごとの具体的

な絵画資料を適宜示したり,画面上で『源氏物語』

「夕霧」巻本文と絵画資料とを照合したりすることで,

「源氏絵」における選定場面変化の事情を問い掛けよ

うとする,マルチメディアを用いた古文学習の事

示す。

かかる古文学習を通じて,物語(-言語テキ

に限らず,絵画資料や建造物といった非言語テキ

を学習者が相手取り,人間にとって「世界」を閏

するとはどういうことで,そこではどのような力

するのかを考えさせる取り組みを行っている。

問い掛けの一例を示せば,現存最古の「源氏

【資料1 :画面左】に挙げた『国宝源氏物語絵巻』 「夕

霧」 (秋山慶他『豪華「源氏絵」の世界　源氏物語』,

学習研究社, 1988/6)は,落葉宮からの手紙を読む

夕霧の背後からそっと近寄る雲居雁という場面が選定

されていて,それは「夕霧」巻の中での雲居雁の嫉妬

をよく伝える。ところが時代が下るにつれて, 【資料

2 :画面右】に挙げた「夕霧」白描図(井伊春樹『源

氏綱目付源氏絵詞』,桜風社1984/5)のごとく,

落葉宮との恋の情趣に耽る夕霧という場面が「夕霧」
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巻では多く選定されるのである。この間にいかなる事

情があったのかを問い掛けることが,マルチメディア

を用いた学習活動の一例であるが,こうした学習活動

にマルチメディアの活用は生徒の学習を支援する有効

な手立てとなる。

○生徒の利用(デジタルコンテンツの自由閲覧)

教室の端末,パソコン教室のPC,図書館などの個

人ブースを利用して,これまでの広島大学の教授等に

よる講演会やSPP (サイエンスパートナーシッププ

ロジェクト),高大連携等による授業の記録映像の視

磨,授業の教材や資料の視聴等が可能である。

○補習・補充としての利用

学力向上のための手立てとして,補習・補充的な内

容に生徒自らが取り組むために,マルチメディア教材

の利用が可能である。高速回線の導入によって,多様

な教材をマルチメディア化し,より教育効果の上がる

内容の教材に生徒が取り組むことができるようにな

る。このシステムの利点は,生徒が自分のペースで一

歩ずつ着実に力をつけていくことができる点であり,

主体的な学習活動を引き出すきっかけとして期待して

いる。

○マルチメディアの様々な活用

・資料映像や書画カメラによる映像等の提示

教師による資料提示のみならず,書画カメラや手

持ちカメラを利用し,授業中の個々の生徒の学習活

動を提示する効果を活かした学習支援なども考えら

れる。

・デジタル教材等のプレゼンテーション

ハイビジョン対応のモニターによる高画質映像を

利用した学習支援が可能である。

WEBコンテンツの利用

高速回線のメリットを活かして,インターネット

や校内LANを利用したより快適なWEBコンテン

ツの利用が可能である。

・遠隔授業としての利用

どの教室でもインターネットを利用した遠隔授業

が可能である。

・映像,音声,テキスト双方向送受信システムの利用

どの教室からでも,インターネットを利用して,

世界中と交信が可能である。

・校内テレビ放送の活用

各教室のマルチメディアTVは校内TV放送にも

接続されており,テレビ放送を視聴することができ

る。

また学習教材として必要な番組を事前にマルチメ

ディアサーバーに一時登録することにより,ビデオ

デッキを設置していない一般教室で移動型のビデオ

デッキを持参することなく,ネットワーク経由での

視聴が可能である。

5.校内のマルチメディアネットワーク環境

○マルチメディアサーバー

Multimedia Home Network Kit-DiXiM2

【デジオン】

※サーバー内の映像,音楽,写真を各端末が共有

(オンデマンド: DLNA対応)

○各教室のマルチメディア対応TV

KDL40XIOOO [Sony]

(画面サイズ: 40型)

6.今後の課題

1年次の研究では,いろいろなマルチメディア教材

の活用や指導方法の開発にも取り組んだが,まだ,大

容量データの高速通信の機能を十分に活かしきれてい

るとは言えない状況である。

2年次の研究では,さらに情報通信ネットワークシ

ステムの特長を活かした,新たな活用の可能性を検討

すると共に,校内の情報セキュリティに関する運用方

法を検討し,また生徒の情報セキュリティ教育のあり

方について,実践的な研究を行う予定である。
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